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きれいに咲いた各種のエビネ

聞かれる

日本の自然が生んだ

長
浜
町
須
沢
の
水
口
健
さ
ん
(
日
本

エ
ビ
ネ
園
)
宅
で
、
第
十
同
エ
ビ
ネ
展

が
四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
六
日
ま
で

開
か
れ
ま
し
た
。

杉
林
に
咲
き
ほ
こ
る
数
十
万
株
の
エ

ビ
ネ
が
一
斉
に
開
花
し
て
、
県
内
外
か

ら
エ
ビ
ネ
愛
好
者
等
ム
お
よ
そ
一
万
人
が

つ
め
か
け
、
日
本
の
自
然
が
生
ん
だ
清

楚
で
可
憐
な
エ
ビ
ネ
の
美
し
さ
を
満
喫

し
ま
し
た
。

エ
ビ
ネ
は
、
一
部
の
も
の
を
除
け
ば

い
た
っ
て
育
て
や
す
い
植
物
で
、
日
陰

で
よ
く
育
ち
ま
す
。
た
だ
野
生
種
で
す

の
で
、
そ
の
性
質
と
自
生
の
条
件
を
よ

く
知
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

エ
ビ
ネ
は
、
自
然
で
は
常
緑
樹
の
下

で
、
腐
葉
の
重
な
っ
た
、
湿
り
気
の
多

い
、
ゆ
る
や
か
な
谷
間
に
自
生
し
ま
す
。

栽
培
環
境
は
、
日
光
の
直
射
を
避
け
、

朝
日
の
当
た
る
よ
う
な
と
こ
ろ
か
、
ヨ

シ
ズ
下
な
ど
が
望
ま
し
い
よ
う
で
す
。

湿
り
気
を
好
み
ま
す
が
、
通
気
・
排
水

を
よ
く
し
て
、
夏
は
涼
し
く
、
冬
は
風

を
避
け
て
暖
か
く
、
空
気
湿
度
を
保
つ

こ
と
が
肝
要
で
す
。

植
付
け
時
期
は
、
芽
立
ち
前
だ
と
三

月
中
旬
の
芽
が
動
き
出
す
前
、
開
花
後

は
五
月
上
・
中
旬
の
新
葉
の
根
元
よ
り

発
根
が
始
ま
る
前
、
花
芽
形
成
後
だ
と

九
月
中
旬
以
降
の
寒
く
な
る
ま
で
の
間

が
適
し
て
い
ま
す
。

用
土
は
、
露
地
植
え
の
場
合
、
腐
蝕

の
多
い
肥
沃
な
土
壌
が
よ
く
、
通
気
・

排
水
を
よ
く
し
て
、
適
度
の
腐
葉
土
を

混
ぜ
れ
ば
理
想
的
で
す
。

あ
な
た
も
育
て
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
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区

長

会
ーむ

審議する各区長

区長会@この人

第
二
次
開
発
事
業
の

促
進
な
ど
の
要
望

町
で
は
、
地
区
の
代
表
者
で
あ
る
各

区
長
さ
ん
に
四
月
二
十
日
、
町
体
育
館

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
、
五
十
七
年

度
区
長
会
を
開
き
ま
し
た
。

二
宮
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
各
課
長
の

紹
介
を
行
な
っ
た
あ
と
、
明
関
区
長
会

長
か
広

J

町
に
対
す
る
要
望
事
項
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
①
第
二
次
開
発
事

業
の
促
進
に
つ
い
て
②
国
道
一
一
一
七
八
万

線
の
早
期
整
備
促
進
に
つ
い
て
③
肱
川

流
域
の
清
掃
美
化
に
つ
い
て
の
三
件
。

各
支
部
の
要
望
は
四
月
末
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

[
長
浜
支
部
〕

①
街
路
灯
の
設
置

@
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置

①
カ
!
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

①
側
溝
の
ふ
た
、
通
学
道
の
有
蓋
側
溝

①
ド
水
道
の
設
置
工
事
、
接
合
工
事

①
地
す
べ
り
場
所
の
補
修
な
ど

〔
今
坊
支
部
〕

①
危
険
防
止
の
子
す
り
と
歩
道
の
拡
張

①
カ

i
ブ
ミ
ラ
ー
の
五
試
置

①
悪
水
防
止
の
た
め
の
立
上
り
の
設
置

①
ト
ラ
フ
排
水
路
の
施
工

①
国
道
三
七
八
号
線
へ
の
空
か
ん
及
び

く
ず
入
れ
の
設
置
な
ど

〔
出
海
支
部
〕

①
下
水
排
水
路
が
不
完
全
な
た
め
、
こ

の
改
善
を

①
小
水
路
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ふ
た
を

し
て
生
活
道
に

①
不
燃
物
投
入
の
ド
ラ
ム
缶
の
設
置
な
ど

〔
櫛
生
支
部
〕

①
下
水
道
の
ふ
た
を
完
全
な
も
の
に

①
河
川
ヘ
わ
り
る
施
設
の
設
置
を

①
櫛
生
川
の
橋
に
手
す
り
か
ガ
l
ド
レ

ー
ル
の
設
置
を

①
須
沢
集
会
所
連
絡
道
の
早
期
実
現
な

レし〔
大
和
支
部
〕

①
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置

①
通
学
路
の
舗
装

①
谷
川
の
工
事
を

①
部
落
内
を
流
れ
て
い
る
川
の
護
岸
の

強
化
改
修
な
ど

〔
豊
茂
支
部
〕

①
生
活
道
の
排
水
溝
の
改
良
工
事

①
町
道
下
村
i
桜
線
の
排
水
受
桝
を
倍

認
し
対
策
を

①
町
道
谷
L
L

線
で
排
水
ヒ
ュ

l
ム
管
が

あ
る
所
の
水
抜
き
を
す
る
た
め
の
会

所
の
設
置
を

①
危
険
防
止
の
た
め
の
側
溝
の
ふ
た
の

設
置
な
ど

〔
白
滝
支
部
〕

①
戒
川
幼
児
学
級
を
へ
き
地
保
育
所
に

①
町
道
及
び
生
活
道
の
舗
装
を

①
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置

①
防
犯
灯
の
設
置

①
町
道
小
規
模
災
害
工
事
の
早
期
実
現

①
集
会
所
の
建
設
な
ど

ー
区
長
会
総
会

l

完
納
達
成
の
た
め

地
区
組
織
の
強
化
を

昭
和
五
十
七
年
度
区
長
会
総
会
は
、

四
月
二
十
日
、
区
長
会
終
了
後
引
き
続

い
て
聞
か
れ
、
五
十
六
年
度
運
営
費
決

算、
A
7
年
度
予
算
、
努
力
目
標
、
研
修
旅

行
な
ど
原
案
通
り
承
認
き
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
五
十
七
年
度
運
営

費
予
算
は
、
三
百
七
十
三
万
九
千
二
百

五
円
で
、
前
年
度
よ
り
三
百
十
二
万
五

千
九
一
白
-
一
十
三
円
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
九
州
・
熊
本
方
面
へ
研
修
旅

行
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
わ
り
、
そ

の
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
長
会
努
力
目
標
に
は
、
次

の
四
件
が
か
か
げ
ら
れ
ま
し
た
。

⑪
町
県
民
税
、
国
民
年
金
保
険
料
、
使
用

料
な
ど
の
完
納
達
成
|
町
財
政
の
基
盤

を
な
す
町
税
の
ほ
か
、
有
線
、
上
水
道
使

用
料
、
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
完
納
達

成
の
た
め
、
地
区
組
織
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
{
元
納
意
欲
の
向
上
に
努
め
る
。

@
肱
川
流
域
の
清
掃
美
化
推
進
肱
川

上
流
に
お
い
て
清
掃
美
化
を
推
進
す
る

よ
う
、
関
係
町
村
に
強
く
要
請
す
る
。

@
保
健
衛
生
、
環
境
衛
生
思
想
の
普
及

|
町
民
全
体
が
健
康
で
豊
か
な
美
し
い

町
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
衛
生

思
想
の
普
及
と
啓
も
う
に
努
め
る
。

@
交
通
事
故
防
止
運
動
の
推
進
1

正
し

い
歩
行
、
正
し
い
運
転
に
よ
り
、
町
内

か
ら
交
通
事
故
ゼ
口
、
犠
牲
者
の
絶
無

に
努
力
す
る
o

最
後
に
、
港
湾
整
備
と
工
業
開
発
、

企
業
誘
致
と
備
蓄
流
通
基
地
建
設
、
福

祉
と
文
化
施
設
の
整
備
、
役
場
庁
舎
と

運
動
公
園
等
の
設
備
を
早
く
具
体
化
し

て
、
第
二
次
開
発
事
業
を
推
進
し
て
欲

し
い
旨
の
要
望
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
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昨
年
九
月
に
完
成
し
任
者
は
、
必
ず
町
内
に
居
住
す
る
者
で
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

た

町

民

運

動

場

(

旧

伊

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

〔

使

用

申

請

・

許

可

〕

予

木

材

跡

)

の

使

用

に

〔

管

理

人

の

設

置

〕

試

合

、

ま

と

ま

っ

た

人

数

に

よ

る

練

つ
い
て
、
町
民
の
健
康
民
間
の
管
理
人
を
選
任
し
、
町
民
運
習
、
体
育
大
会
等
を
開
催
す
る
場
合
は
、

維
持
・
増
進
の
た
め
の
動
場
お
よ
び
施
設
の
保
全
と
円
滑
な
運
使
用
責
任
者
が
申
請
書
に
記
入
、
捺
印

施
設
と
し
て
、
多
く
の
営
を
は
か
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
し
て
使
用
日
の
前
日
(
土
曜
日
は
午
前

方

々

に

利

用

し

て

い

た

〔

使

用

時

間

〕

中

)

ま

で

に

教

育

委

員

会

に

提

出

し

て

だ
く
た
め
、
こ
の
た
び
規
使
用
時
間
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

則

の

改

正

を

行

な

い

、

以

九

時

ま

で

と

使

用

許

可

は

原

則

と

し

て

先

着

順

と

五
月
一
日
か
ら
次
の
要
ふ
嚢
暴
露
長
警
な
っ
て
い
ま
し
、
重
複
す
る
場
合
は
、
協
議
し
て
決

領
で
実
施
す
る
こ
と
に
一
一
一
一
九
、
ふ
削
誤
認
例
制
V
時

五

す

。

め

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

組

一

橋

爪

J
λ
た
去
り

υん
い
い
さ
乙

な

り

ま

し

た

。

ぷ

2

義
語
銭
安
金
星
川

γ

…
…
(
夜
間
照
明
〕
日
曜
、
祝
祭
日
、
土
曜
日
の
午
前
七

(

目

的

〕

一

一

一

ィ

投

潔

v
p

夜
間
照
明
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
、
平
日
の
正

町
民
の
健
康
維
持
・
…
心
機
3

番
号
3
4

守主将て
r
i

へ
の
使
用
は
、
午
か
ら
午
後
五
時
ま
で
は
使
用
の
申
し

二
私
譲
治
灯
す
き
苦

増
進
の
た
め
町
民
運
動
除
機
持
制
服
併
殺
守
主
人
日
没
か
ら
午
出
が
な
い
場
合
に
限
っ
て
ど
な
た
で

場
使
用
の
円
滑
化
を
は
轍
麟
J
Z
Q肘
て
れ
税
収
ぢ
「
以
後
九
時
ま
で
も
自
由
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

踊調融曙欄ゑ後認もヲ一て一受給営不蕊

か
り
、
社
会
体
育
の
向
轍
翻

2
4
E

簿
と
し
、
不
用
た
だ
し
、
こ
の
期
間
は
三
月
一
日
か
ら

し
し
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
購
麟
話
時
四
仰
の
併
羽
田
殺
か
州
!
な
点
灯
土
し
十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

園
開
醐
蝿
器
官
、
必
至
。
一
段
ヨ
る
ご
と
川
プ

d

y

h

す

。

欝

襲

警

繁

華

診

な

い

で

く

だ

(

入

口

鍵

お

よ

び

照

明

鍵

の

取

扱

い

〕

〔

使

用

範

囲

〕

紛

糾

君

主

こ

こ

爾

さ

い

。

特

に

使

用

責

任

者

は

、

使

用

許

可

証

を

管

聾
聾
輔

F

層伺稔=三山令空、Lγ

町
民
運
動
場
を
使
用
す
る
団
体
の
責
鱒
職
髄
麟
¥
消
灯
時
刻
を
理
人
に
提
出
し
て
、
入
口
ま
た
は
照
明

3
3
F
r
i
g
g
r
g
i
r
F
i
r
s
t
t
r
r
r
r
g
r
g
r
i
t
s
r
g
i
r
t
g
r
r
F
i
j
i
i
i
i
i
i
y
 

限
強
、
グ
私
が
今
、
一
番
興
味
を
み
る
と
か
、
自
分
か
ら
話
題
を
提
供
す
る
な
ど
で
す
。
み
な
さ
ん
も
活
動
に
参
加
し
て
、
必
の
ふ
れ
あ
い
ω

泊

二
守
幸
5
3員
。

も

っ

て

い

る

の

は

、

青

年

団

自

分

の

投

げ

か

け

た

問

に

答

え

が

か

え

っ

て

く

る

と

を

感

ビ

て

は

ど

う

で

し

ょ

う

か

。

》

悼
房
什
い
ν、
ノ
」
制
、
活
動
で
す
。

j

い
う
の
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
に
ま
た
先
日
、
あ
る
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
向

時

(

!

青

年

団

活

動

を

動

感

情

を

見

い

出

す

こ

と

が

で

き

た

ら

、

な

お

さ

ら

の

若

者

ら

し

さ

に

つ

い

て

考

え

さ

せ

ら

れ

ま

し

た

。

私

柄

拘
は
、
私
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
き
せ
達
市
こ
と
で
す
。
い
わ
ば
、
私
に
と
っ
て
青
年
団
活
動
は
、
は
、
果
し
て
若
者
ら
し
く
生
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
何

時
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
活
動
に
参
加
し
い
又
て

γ

つ
く
づ
く
感
じ
た
次
第
で
す
。
今
こ
こ
で
、
私
な
り
住

町

た

わ

か

げ

で

、

私

自

身

、

随

分

変

わ

っ

寸

つ

島

監

三

い

二

九

一

F
子

員

長

さ

に

つ

い

て

考

え

て

み

る

と

、

す

と

い

う

も

問

一H
H
i
i
で
古
簡
で

J
i

け
一
ト
山
厚
忘
れ
じ
れ
日
日
討
に

一
人
と
話
し
を
す
る
と
い

7こ

と

に

日

の

T
J

戸

際

ふ

人

前

二

木

位

坊

る

こ

と

が

若

上

の

で

は

な

い

で

し

ょ

7
7
…

一

と

て

も

抵

抗

を

感

ビ

て

い

ま

し

た

。

却

も

し

醤

盟

問

一

ぺ

一

J
3

高

今

の

姿

こ

そ

人

に

感

動

を

与

え

る

し

、

そ

の

人

の

歴

史

一

向

A
7
で
も
そ
の
抵
抗
が
な
く
な
っ
犬
わ
↑
小
L

L

J

に
も
な
り
う
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
吋

開

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

む

し

ろ

人

年

ル

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

j
ン
ヨ
ン
の
場
で
も
あ
る
わ
け
な
の
で
活
は
、
や
や
も
す
る
と
マ
ぶ
リ
ズ
ム
に
陥
り
が
ち
内

向
と
話
す
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
努
主
円
割
す
。
お
か
げ
で
、
随
分
友
達
も
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
で
す
が
、
活
気
あ
る
生
活
、
活
気
あ
る
人
生
を
送
る
却

悼
力
し
て
み
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
生
ま
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
友
情
の
輪
を
広
げ
、
深
め
て
い
き
た
め
に
も
、
若
さ
を
保
ち
、
常
に
新
し
い
も
の
に
向
つ
向

時
れ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば
初
対
面
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
ア
レ
ピ
の
普
及
な
ど
も
相
で
行
動
す
る
力
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
田

内

の

人

と

会

っ

た

時

、

ま

ず

自

分

か

ら

話

し

か

け

て

ま

っ

て

、

意

志

の

疎

通

の

停

滞

が

叫

ば

れ

る

現

在

、

一

咋

F
0
3
3
0
0
0
g
g
F
8
8
0
0
r
g
g
g
r
o
o
t
g
g
g
g
o
o
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
o
o
F
8
2
0
0
r
r
r
g
g
g
ψ
o
t
t
o旬。
o
g
g
g
g
g
g
g
g
gゅの

L
噌

使用時間は午前7時から

午後 9時まで町民運動場の使用

圏青春万歳・町民運動場使用規則酋..... 置...，盟量

鍵
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

使
用
後
は
、
直
ち
に
管
理
人
に
返
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
使
用
で
き
る
競
技
〕

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
金
属
ス
パ
イ
ク
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
)
マ
テ
ニ
ス
マ
ク
ロ

ッ
ケ

i
マ
バ
レ
l

〔
注
意
〕

使
用
中
の
い
か
な
る
事
故
に
つ
い
で

も
設
置
者
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

〔
罰
則
〕

こ
の
規
則
に
違
反
し
た
行
為
が
あ
っ

た
場
合
は
、
相
当
の
期
間
そ
の
使
用
責

任
者
が
所
属
す
る
団
体
の
使
用
を
禁
止

し
ま
す
。

わ
が
故
郷
を
見
直
そ
う

北
海
道
ヘ

七
月
上
旬
に
日
日
間

勤
労
青
年
圏
内
研
修
生
募
集

新
し
い
感
覚
と
広
い
視
野
、
し
か
も

実
践
力
の
あ
る
青
年
を
育
て
、
活
力
あ

る
新
し
い
町
守
つ
く
り
に
活
躍
し
て
も
ら

お
う
と
、
町
教
育
委
員
会
で
は
四
十
七

年
度
か
ら
毎
年
夏
季
に
、
町
内
の
勤
労

青
年
の
国
内
研
修

1
長
浜
町
勤
労
青
年

圏
内
研
修
H
H
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

A
7
年
度
も
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

第
十
一
回
と
な
る
今
年
度
は
、
七
月

上
旬
に
十
日
間
の
日
程
で
、
北
海
道
方

面
で
の
研
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

研
修
の
内
容
は
、
研
修
地
の
自
然
や

廃
史
、
生
活
、
青
年
の
生
き
方
な
ど

を
、
民
宿
や
現
地
青
年
と
の
交
歓
な
ど

を
通
し
て
自
分
自
身
の
体
験
で
直
接
学

び
と
っ
て
認
識
し
て
も
ら
い
、
郷
土
む
っ

く
り
に
役
立
て
て
い
た
、
だ
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

参
加
要
領
は
次
の
通
り
で
す
。

一
参
加
経
費
}
:
経
費
は
町
が
二
分
の

一
を
負
担
し
ま
す
の
で
、
個
人
負
担
は

約
八
万
円
の
見
込
み
で
す
。

{
申
し
込
み
先
と
期
限
}
:
長
浜
町
教

育
委
員
会
へ
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
。

一
申
し
込
み
方
法
}
:
所
定
の
用
紙
(
教

育
委
員
会
と
地
区
公
民
館
に
あ
り
ま
す
)

に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
教
育
委

員
会
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

地元の青年と交流を深める研修生
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子
供
達
の
心
を
知
っ

て
新
し
い
道
をコミュニティリーダ一

山中高光
柴 (39歳)

昨
年
の
秋
、
私
が
青
少
年
育
成
委
員

を
依
頼
さ
れ
た
時
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
動
ら
し
い
こ
と
に
も
取
り
組
め
ず
、

ま
た
先
日
は
八
幡
浜
で
の
会
合
に
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
が
、
各
先
輩
方
が
地

域
へ
貢
献
さ
れ
て
い
る
姿
に
敬
服
致
し

ま
し
た
。
私
が
常
々
考
え
て
い
る
こ
と

を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
、
特
に
問
題
に
さ
れ
て
い
る
青

少
年
の
生
き
方
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
分
野
で
注
目
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
A
7
の
青
少
年
は
悪
い
の
か
、

私
は
子
供
達
と
過
ご
し
た
三
年
間
を
振

り
返
っ
て
み
て
、

A
7
の
子
供
も
昔
の
子

供
も
変
わ
り
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
変

わ
っ
た
の
は
今
の
大
人
達
の
考
え
方
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
の
二
十
年
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
子
供
達
を

取
り
巻
い
て
い
る
大
人
達
は
、
い
つ
、

ど
こ
で
考
え
方
を
変
え
て
し
ま
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

あ
の
道
は
暗
い
か
ら
防
犯
灯
を
つ
け

て
欲
し
い
と
い
う
が
、
明
り
な
ど
な
く

て
も
明
る
か
っ
た
社
会
は
、
ど
こ
へ
忘
れ

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
私
達

は
子
供
達
同
志
の
世
界
を
本
当
に
知
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
ま
で
も

子
供
吸
い
は
早
計
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
わ
が
子
だ
け
は
良
い
子
に
育
て
た

コミュニティ広場・保育日記

い
と
願
う
の
は
、
子
を
持
つ
親
の
心
情

で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
私
は
、
わ
が
子
を
教
育
す
る

た
め
に
は
、
他
人
の
子
を
知
ら
ず
し
て

教
育
は
有
り
得
な
い
と
考
え
た
の
が
、

私
の
子
供
会
活
動
の
原
点
で
あ
る
訳
で

す
。
多
く
の
子
供
達
の
心
を
知
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
供
達
と
共
に
進
め
る
新

し
い
道
が
見
い
出
せ
る
と
私
は
考
え
た

の
で
す
。
子
供
達
と
サ
ル
ビ
ア
の
種
子

を
ま
き
、
巣
箱
を
作
り
、
一
緒
に
木
に

登
り
、
小
鳥
が
入
る
よ
う
に
願
い
、
-
一

か
月
か
か
っ
て
子
供
達
と
共
に
作
り
あ

げ
た
紙
芝
居
な
ど
、
お
互
い
に
考
え
な

が
ら
、
笑
い
な
が
ら
、
ど
ろ
ん
こ
に
な

り
、
汗
を
流
し
た
こ
と
は
、
体
で
知
る

コミュニティ
人
生
ゲ
l
ム
の
一
ペ
ー
ジ
に
過
ぎ
な
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
感
覚
を
持
っ
た
子

供
達
の
健
全
な
育
成
は
、
今
か
ら
だ
っ

て
遅
く
は
な
い
の
で
す
。
足
を
踏
み
は

ず
さ
せ
て
は
絶
対
に
い
け
な
い
の
で
す
。

「
識
か
い
地
域
の
人
達
に
よ
っ
て
導

く
」
こ
れ
が
私
の
考
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
を
指
導

者
と
呼
ば
な
い
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

我
々
は
、
主
演
者
で
も
、
主
役
で
も
な

い
の
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
知
識
人

か
ら
知
市
川
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
、
私
達

の
任
務
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
欠
か
せ

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
り
一
一
層
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

わ
願
い
致
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

の
整
備

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
や
生
活
環
境
の

整
備
は
、
地
域
に
も
っ
と
も
関
心
が
深

く
、
ま
た
実
情
を
よ
く
知
っ
て
い
る
地

域
住
民
の
自
主
性
に
よ
っ
て
す
す
め
ら

れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
地
域
社
会
へ
の

愛
情
は
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
、
情
熱

な
り
工
、
不
ル
ギ
l
を
地
域
課
題
の
解
決

に
投
入
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
も
の

で
し
ょ
う
し
、
ま
た
地
域
社
会
の
な
か

で
何
ら
か
の
役
割
を
果
し
た
と
き
の
充

実
感
か
ら
生
き
が
い
を
感
じ
る
ご
と
も

で
き
ま
し
ょ
う
。

今
ま
で
の
よ
う
に
、
市
町
村
ま
か
せ

で
は
な
く
、
住
民
が
知
恵
を
出
し
合
い

活
動
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
市
町
村
と

力
を
合
わ
せ
な
が
ら
地
域
守
つ
く
り
を
す

す
め
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
自

治
を
支
え
、
発
展
き
せ
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

子供たちと作った紙芝居
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私
巨
主
位

1
記

何
か
を
達
成
し
た
い
、
そ
し
て
、
そ

れ
を
回
り
の
大
人
達
に
認
め
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
欲
求
を
も
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
四
、
五
歳
ご
ろ
ま
で
の

問
に
、
苦
痛
で
は
な
く
、
し
か
も
満

足
感
、
達
成
感
を
味
あ
わ
せ
る
よ
う

に
し
な
が
ら
、
良
い
習
慣
を
自
発
的

に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
の
習
慣
形
成
の
速
度
は
非
常
に

早
く
、
い
っ
た
ん
惑
い
習
慣
を
身
に

つ
け
る
と
、
良
い
習
慣
を
つ
け
る
邪

魔
に
な
り
ま
す
。
長
浜
町
は
素
晴
し

い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
山
や

野
で
、
ま
た
海
岸
で
、
太
陽
を
い
っ

ぱ
い
に
う
け
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
子

供
達
は
、
良
い
習
慣
を
身
に
つ
け
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

人
税
諸
民
げ
て
創
造
性
の
優
れ

思
」
長
一
五
一
た
人
間
形
成
の

議
謹
輔

u
h

基
礎
作
り
は
、

連
鎖
機
鱗
総
当
幼
児
教
育
に
負

ぷ
吹
い

J
…
難
嬢
旧
L

う
と
こ
ろ
が
大

yと

咋

咽

で

あ

る

と

考

え

ぷr

j

J

J

鱗
欝
げ
ま
す
。
私
達
保

惑

さ

ペ

鴇

ほ

母

は

こ

れ

ら

を

遇

、

総

川

基

本

に

毎

日

頑

轟

JJJ繍
瞬
、
一
張
っ
て
い
ま
す

縄
轍
鱗
融
機
官
、
が
、
子
供
達
の

お議
AJ
教
育
は
、
家
庭

裕一…ぺ

di--と
一
体
と
な
っ

川
正
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の
環

境
や
性
格
は
違
っ
て
も
、
子
供
達
を

十
分
に
理
解
し
合
っ
て
い
け
ば
達
成

で
き
ま
す
。

毎
日
元
気
で
、
楽
し
く
、
あ
る
時

は
大
声
を
出
し
て
過
し
て
い
ま
す
。

(
長
浜
保
育
所
保
母
・
吹
春
み
ね
子
)
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の
子
洪
を
吋
象
に
、
北
市
位
体
力
つ
く
り

の
基
本
的
な
考
え
方
を
整
理
し
て
み
ま

↑
)
λ
~

。

ハ
除
菌
鵬

Z
J
 

子

x 

二審

主
計
礎
体
力
と
は
、
だ
れ
に
で
も
必
要

な
体
力
?
、
と
く
に
子
供
の
と
舎
に
つ

ち
か
つ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
体

力
の
こ
と
叫
す
。

長
い
生
涯
を
浄
土
き
続
け
る
た
め
に
必

会
な
生
命
力
は
、
乳
幼
児
川
を
中
心
と

L
ん
子
供
の
と
み
守
の
体
力
ブ
¥
り
に
よ

っ
で
充
実
さ
れ
る
と
い
わ
れ
ま
「
。

つ
ま
り
、
生
命
力
は
体
力
と
広
川
按
な

関
係
に
あ
り
、
し
か
丸
一
子
供
の
と
き

の
体
行
つ
ノ
¥
り
が
そ
の
基
に
な
っ
て
い
v

る
E
い
え
ま
「
。

好
ま
し
い
体
衿
や
体
型
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
い
い
は
、
適
切
な
身
体
活
動
が

必
要
」
正
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
cそ

の
方
法
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
大

ωま
こ
と
は
、
子
供
の
体
は
伸

び
ろ
時
期
に
伸
ば
す
と
と
も
に
、
子
洪

に
以
個
人
差
が
あ
る
と
い
う
ご
と
で
す
。

コ
ま
り
、
沖
バ
U

盛
り
に
h
γ
J

ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
と
体
力
つ
く
り
を
心
が
け
る

と
と
も
に
、
子
供
の
休
の
発
育
に
は
自

然
に
備
わ
っ
た
性
別
h

悩
性
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
他
川
FY
供
た
ち
と
同
じ
よ
う

な
阿
一
的
な
発
討
を
朋

位
し
た
り
、
な
い
も
の

ね
だ
り
を
す
る
の
は
よ

く
な
い
と
い
え
ま
し
ょ

ムノ。
子
供
の
侍
っ
て
い
，
勺

個
作
に
あ
へ
ノ
た
体
格
や

崎
市
型
に
育
て
ゐ
よ
う
に

す
泊
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
子
供
は
風
の
子
太
陽
の
子
一
と
よ
小
魚
を
食
べ
さ
せ
て
日
時
百
十
一
丈
夫
に
し
な
の
一
っ

く

い

わ

れ

ま

す

。

り

、

章

一

い

も

の

を

持

た

せ

て

f
供

の

足

で

す

。

?
」
の
言
葉
に
は
、

r
T
供
は
戸
外
で
活
肢
を
強
く
j
る

な

と

、

ゾ

つ

い

ろ

な

工

本

来

発
に
動
き
ま
わ
ら
な
け
れ
ば
丈
夫
に
育
夫
な
こ
ら
し
て
き
ま
'
v

た

。

一

ア

洪

は

つ
れ
の
で
は
な
い
と
い

7
、

子

育

て

の

し

か

し

、

最

近

で

は

、

親

の

子

供

二

自

然

の

d

f

s

教
訓
が
対
す
ハ
ヴ
削
待
感
が
変
わ
っ
て
き
人
一
ニ
と
い
ろ
い
ろ
な
環
境
の
中
で
、
常
に
た
く

「F
歩
ユ
イ
給
路

J

必
う
ら
や
、
社
会
環
莞
・

2円
様
式
の
変
化
な
ま

L
ノ
¥
豊
か
に
育
と
う
と
zq
る
も
の

註
語
、
a

z

J

!

-

{

ミ
μ-一
一
戸
内

Cγ
叱

一

れ

て

い

ど

に

よ

っ

て

、

基

礎

体

力

つ

く

り

に

つ

で

す

。

4
一

品

ご

ま

す

。

い

て

、

改

め

て

考

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

「

去

を

も

っ

て

助

け

る

親

L
lこ

く
f

民

ヨ

レ

酔

〓

親

は

い

点

が

で

で

さ

、

い

ま

t
c

れ
が
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
子
育
て
の

/

一

d

F

伝
言
、

パ
ゴ
一
ト
正

rs議
町
、
昔
、
か
ら
山
一
千
歴
社
会
な
ど
と
い
わ
れ
、
小
さ
け
基
本
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

d
v
E
4
1

子
育
て
と
主
ハ
ゴ
ハ
「
知
育
」
だ
け
に
気
与
と
ら
体
力
つ
く
り
の
最
も
基
礎
と
な
る
乳

t

の
中
で
、
れ
が
ち
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
の

L
、
そ
幼
児
期
(
お
わ
む
ね
零
歳
か
ら
五
投
)

同

ee--Aweaeo--ate--4:
・ee--600e4166:，4
e
e
e
4
t
e
o
-
-
A
v
e
-
4
1
0
0
・f
o
i
e
o
:
c
4
・1
0
:，40eeAV--h4eiJ

一

カ

/

が

日

木
y

へ
の
死
亡
出
例
の
第
べ
て
の
人
が
す
べ
て
の
ガ
/
子
早
期
発
の
聞
に

E険
診
が
進
ん
で
、
早
期
一

一
一
仇
に
な
っ
売
の
は
、
川
午
の
こ
と
見
す
る
こ
と
は
、
ま
た
不
立
与
な
こ
と
発
見
、
早
則
治
療
が
で
き
る
よ
う
に
一

』
?
寸
。
そ
れ
以
前
は
脳
卒
中
か
第
一
で
す
。
で
も
、
い
同
や
肺
、
子
宮
山
刀
ン
法
な
っ
た
こ
と
も
、
一
つ
の
大
き
な
理
一

一

位

三

ご

は

第

二

位

で

し

た

が

、

集

団

検

診

が

行

な

、

わ

れ

て

い

ま

す

。

山

に

な

っ

て

い

る

の

で

す

。

一

一
昨
年
は
こ
の
順
山
い
が
へ
れ
か
わ
り
ま
そ
し
て
長
浜
町
で
は
毎
年
七
円
に
胃
ガ
ン
検
診
峰
、
自
分
が
健
康
だ
と
一

ガ
ン
検
詐
宏
、
へ
円
i
J
九
月
に
子
宮
ガ
思
っ
て
い
る
時
、
自
覚
症
状
の
な
い
一

一
ガ
/
の
中
で
最
も
多
い
の
は
、
男
ン
険
診
を
、
卜
一
月
に
肺
ガ
ン
険
診
を
時
か
ら
、
毎
年
受
け
土
し
よ
う
。
そ
一

一
久
と
も
に
胃
円
力
、
ノ
で
、

f
、

/

死

う

す

れ

ば

、

い

つ

か

、

も

L
中

一2
2約
一

一

ヘ

刀

の

一

奇

心

め

ガ

ン

乃

予

方

;

発

見

さ

れ

た

と

」

一

曲
て
け
ま
寸
c

第
一
伎
は
、
日
力
は

v

ノ

/ν

一
一

~

p
ド

「

し

で

も

、

そ

の

ガ

ン

は

岨
ずし

ν

一
気

MRA目
士

長

び

市

ガ

/

で

、

集

団

検

診

で

早

期

発

見

、

治

痩

を

早

期

に

見

つ

か

っ

た

も

帥

…

…

女

は

子

{

呂

ガ

ン

ご

す

の

と

L
で
、
安
心
し
て
ジ

争
刊
一
寸
れ
の
限
ν

一
子
で
は
、
ま
だ
す
べ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
検
診
を
治
療
表
受
付
、
よ
り
日
「
け
回
復
と
…

…
何
ガ
ン
を
山
花
主
に
な
わ
す
?
一
は
で
年
一
回
は
ぜ
ひ
っ
X
け
て
健
康
を
確
認
し
、
を
期
斗
侍
で
き
る
で
し
ょ
う
υ

げ
つ
一

…

司

副

!

」

き

ま

せ

ん

or
治
療
す
べ
き
も
の
は
早
期
治
療
を
し
て
、
せ
っ
か
く
あ
る
検
診
の
機
会
土
一

一

偲

祇

ク

」

に

よ

る

化

亡

を

防

安

心

し

て

ほ

日

を

送

り

ま

し

ょ

う

。

を

逃

が

さ

な

い

で

、

勇

気

を

も

リ

一

一

阿

川

⑮

ぐ

方

法

は

、

ハ

十

一

期

胃

ガ

ン

と

子

訂

力

ン

に

よ

る

死

亡

に

っ

て

受

診

し

ま

し

ょ

う

。

川

…

「
民
同
府
¥
J

発

見

、

半

期

日

出

療

つ

け

て

立

ま

だ

多

い

な

が

ら

も

、

毎

年

(

保

健

精

・

一

宮

)

同

司

~
F
i
一川

w

-

Lか
あ
り
ま
せ
ん
。
死
亡
紅
白
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
ニ
l

主

守

山

F

ベ
一

j

へ
-

岳

h
H
l
f
l
L
か

と

言

っ

て

す

治

療

医

学

の

進

歩

の

み

で

な

く

、

長

年

…

i
i
l
o
i
i
8
l
o
b
o
-
o
i
l
i
-
-
-
!
i
i
:
a
v
t
i」

ヨ回E塁塁吾宮司・圃園田屋塁手-へるすあい盟理~主主主室霊医翠翠覆塁塁蕗室率窪藍

「J 

r
ア
川
山
山
風
の
子
、
太

4r 
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口

口

口

口

日

口

口

口

口

口

延
命
を
祈
願
し
て

1
小
野
地
蔵
尊
ま
つ
り

1

四
月
二
十
四
日
、
白
滝
の
小
野
地
蔵
で
恒
例
の
春
ま
つ
り

が
行
な
わ
れ
た
。

午
後
二
時
か
ら
は
4

も
ち
ま
き
や
福
ま

き
が
あ
り
、
地
元

の
人
達
お
よ
そ
六
和

百
人
が
つ
め
か
け

て
、
特
等
の
自
転

車
は
白
滝
の
森
川

明
美
さ
ん
が
好
運
、

を
射
と
め
た
。
小

野
地
蔵
は
延
命
地

蔵
と
し
て
昔
か
ら

親
し
ま
れ
、
多
く

の
人
達
で
に
ぎ
わ

っ
た
。

盟四国ルホ。@町の歴史医書

歌
や
つ
く
り
人
生

1
文
化
講
演
会

i

五
月
九
日
午
後
二
時
三
十
分
か
ら
、
長
高
体
育
館
で
文
化

講
演
会
が
開
か
れ
た
。

歌
謡
道
場
で
有
名
な

遠
藤
実
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
て
「
歌
ゃ
つ
く

り
人
生
し
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
演
が
行
な

わ
れ
た
。
少
年
時
代

の
苦
し
か
っ
た
思
い

出
な
ど
を
話
さ
れ
、

最
後
に
先
生
の
伴
奏

で
二
宮
町
長
が
「
北

国
の
春
し
を
歌
つ
で
、

出
席
し
た
八
百
人
の

人
達
の
拍
手
を
浴
び

た。

口口口口口口口口口口口口口口口 t

一
六
一
七
年
(
元
和
三
)
初
代
御

一
船
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
市
橋
新
右
衛

一
門
は
、
元
和
九
年
に
至
る
七
年
問
、

一
海
事
行
事
の
拡
張
に
専
念
し
た
た
め
、

船
乗
、
船
数
も
増
加
し
、
長
浜
は
町

の
体
裁
を
整
え
て
き
た
。

御
船
奉
行
は
、
大
目
付
以
下
百
八

一
十
六
人
で
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

一
の
中
、
御
船
手
組
は
百
二
十
二
人
を

し
め
て
い
る
。
櫛
生
に
は
浜
番
一
入
、

づ
め

一
須
合
田
詰
(
白
滝
)
と
し
て
四
人
の

一
役
人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
須
合
回

一
に
は
米
倉
、
塩
倉
が
あ
り
、
運
搬
し

て
き
た
米
の
売
買
、
貯
蔵
、
塩
の
検

日
関
、
貯
蔵
、
分
配
の
事
務
を
し
た
。

一
旧
小
石
邸
は
代
官
屋
敷
、
西
野
邸
は

一
塩
役
所
及
び
塩
庫
で
あ
っ
た
。

大
洲
藩
の
長
浜
役
所
は
、
江
湖
の

一
港
(
長
浜
中
学
校
の
敷

一
地
と
一
部
船
だ
ま
り
の

一
処
)
の
波
止
場
筋
に
あ

一
る
駒
子
町
が
中
心
で
あ

一
る
。
船
奉
行
所
(
長
浜

一
小
学
校
の
敷
地
)
に
大

一
洲
藩
主
邸
が
あ
り
、
船

一
奉
行
が
常
住
し
て
船
艦

一
お
よ
び
士
卒
の
監
督
な

一
ら
び
に
長
浜
、
青
島
を

支
配
し
た
。
波
戸
番
所
、

一
営
繕
所
、
御
船
蔵
、
御

一
作
事
所
、
町
会
所
が
駒

一
手
町
に
な
ら
び
、
少
し

一
離
れ
た
浜
の
手
に
浜
番

所
、
大
黒
町
の
谷
村
医

院
の
前
、
島
田
フ

l
ド

一
セ
ン
タ
ー
あ
た
り
に
新

谷
藩
屋
敷
が
あ
っ
た
。

同
藩
の
御
船
蔵
は
仁
久
に
あ
っ
た
ら
し

く
、
同
藩
の
出
海
に
は
浜
番
所
が
わ
か

ーた。一
六
三
五
年
(
寛
永
二
一
)
御
船
手

組
が
出
来
て
十
八
年
後
に
、
徳
川
幕
府

は
諸
大
名
に
参
勤
交
代
(
隔
年
交
代
)

を
命
じ
江
戸
に
出
府
さ
せ
た
。
こ
の
た

め
、
大
洲
藩
主
従
の
出
入
は
言
う
に
及

ば
ず
、
列
国
の
諸
侯
、
老
公
、
尊
貴
歴
々

の
休
泊
で
、
船
着
場
の
長
浜
は
、
海
陸

都
会
の
重
要
な
港
と
な
っ
た
。

一
六
六
七
年
(
寛
文
七
)
幕
府
船
子

浦
巡
察
使
の
報
告
に
よ
る
と
、
今
一
房
、

長
浜
、
仁
久
、
上
老
松
、
下
須
戒
、
須
合

回
、
沖
浦
、
洲
沢
、
櫛
生
、
和
泉
、
青
島

の
家
数
六
百
六
十
五
軒
、
船
数
百
十
四

般
、
加
子
(
水
夫
)
五
百
六
十
七
人
で
、

加
藤
貞
泰
長
浜
上
陸
以
来
五
十
年
間
に
、

驚
異
的
な
発
展
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)

江湖の港駒手丸進水の図
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簡
易
保
険
、
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
な
ど
の

掛
金
を
積
み
立
て
た
お

金
は
、
♂
部
が
市
町
村

に
還
元
融
資
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業

に
使
わ
れ
役
立
っ
て
い
ま
す
。

長
浜
町
で
は
、
五
十
六
年
度
は
次
表

の
と
お
り
融
資
を
交
け
て
い
ま
す
。

喜
多
灘
小
屋
体
な
ど
完
成

簡
保
、
年
金
の
還
元
融
資

み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
郵
便
局
の
簡

易
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
み
な
さ
ん

の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
を
阿
る

目
的
で
創
設
さ
れ
た
生
命
保
険
で
す
。

お知らせ

喜
多
灘
小
屋
体

児
童
子
当
の
現
況
届

提
出
期
限
は
六
月
末
日

児
童
子
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

毎
年
六
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」

を
現
在
住
ん
で
い
る
市
町
村
に
(
公

務
員
の
方
は
勤
め
先
に
)
出
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
況
屈
は
、
児
童
手
当
を
受

け
る
人
の
前
年
の
所
得
や
子
供
を
育

て
て
い
る
状
況
な
ど
を
確
か
め
て
、

引
き
続
き
児
京
子
主
を
支
給
す
る
か

ど
う
か
を
決
め
る
上
で
必
要
な
も
の

で
、
現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
す

べ
て
の
人
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。も

し
、
こ
の
屈
を
出
し
ま
せ
ん
と
、

児
童
子
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も

今
年
六
月
分
か
ら
の
支
払
い
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
・
重
度
心
障
者
・
母
子
家
庭

ワ月から

医
療
費
受
給
者
証

が
変
わ
り
ま
す

老
人
医
療
費
受
給
資
格
者
証
、
重
度

7，000 

六
月
一
日
に
は
全
国

い
っ
せ
い
に
商
業
統
計

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
我
が

国
の
商
百
の
販
売
活
動

の
実
態
や
分
析
状
況
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
非
常

に
重
要
な
も
の
で
、
一
-
一

年
毎
に
行
な
わ
れ
て
わ

り、

A
r
凶
で
十
五
回
目

に
当
た
り
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
な
ど
に
お
け
る
各
種
行
政
施
策
の
基

礎
資
料
と
し
て
、
多
方
面
に
利
用
さ
れ

ま
す
。長

浜
町
で
は
、
卸
売
業
、
小
売
業
、

及
び
飲
食
業
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の

商
庖
(
約
三
斤
府
)
が
調
査
の
対
象
と
ふ

な
り
ま
す
。

調
査
員
が
商
庖
を
訪
問
し
て
、
調
査

票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
か
ら
、
よ

ろ
し
く
ご
協
力
く
、
だ
さ
い
。

商業統計調査に

ご協力ください

心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
一
誌
、
母

子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
が
、
い
ず

れ
も
こ
の
七
月
一
日
か
ら
新
し
い
も

の
に
変
わ
り
ま
す
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証

は
、
六
月
い
っ
ぱ
い
で
使
え
な
く
な

り
ま
す
。
町
で
は
六
月
下
旬
に
新
し

い
受
給
者
証
と
取
り
腎
え
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

取
り
替
え
の
日
時
に
つ
い
て
は
、

同
覧
で
通
知
を
し
ま
す
か
ら
、
該
当

者
は
そ
の
通
知
に
基
づ
い
て
手
続
き

を
し
て
く
だ
き
い
。

交
通
事
故
の
ご
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

割
引
証
が
い
ら
な

く
な
り
ま
し
た

身
障
者
国
鉄
利
用
の
場
合

身
体
障
害
者
旅
客
運
賃
割
引
規
則
が

四
月
二
十
日
付
で
改
正
さ
れ
、
国
鉄
を

利
用
さ
れ
る
と
き
の
旅
客
運
賃
割
引
は
、

本
人
が
身
体
障
害
者
子
様
を
発
売
窓
口

に
山
し
で
、
行
先
、
乗
車
券
類
等
を
口

頭
ま
た
は
、
メ
モ
な
ど
で
申
し
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
乗
車
券
類
が
購
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
よ
う
に
、
役
場
窓
口
で
の

割
引
証
の
交
付
を
受
け
る
必
要
は
な
く

な
り
ま
し
た
c

た
だ
し
、
私
鉄
に
つ
い
て

は
今
ま
で
通
り
割
引
証
が
必
要
で
す
。

新
聞
購
読
勧
誘
に

ご
注
意
を

景
品
の
提
供
、
無
料
紙
(
無
代
紙
)

の
配
達
は
違
法
で
す
。

最
近
、
各
地
で
石
け
ん
、
タ
オ
ル
、
映

画
、
遊
園
地
の
入
場
券
な
ど
や
無
料
紙

を
配
っ
て
、
新
聞
を
売
り
込
も
う
と
す

る
動
き
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
行

為
は
「
不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防

止
法
」
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
〕

⑨
景
品
(
物
品
等
)
を
添
え
て
購
読
を
勧

誘
す
る
こ
と
。
例
え
ば
「
石
け
ん
や
映

両
の
入
場
券
を
差
し
上
げ
ま
す
か
ら
購

読
し
て
く
だ
さ
い
L

。

⑧
無
料
紙
(
無
代
紙
)
を
配
達
し
て
勧
誘

す
る
こ
と
。
例
え
ば
「
一
か
月
の
新
聞
代

金主…

i
j
一好

料
に
し
ヘ
軒
け
げ
ん

V
的
勺
/

ま

す

か

イ

ポ

ハ

7
d
h刻
恕
弘
治

ら

取

っ

議

貯

古

綴

認

で
く
だ

η

寄
れ
¥

さ
い
L

。

バ

冶

こ
う
し
た
景
品
に
か
か
る
費
用
は
、

巡
り
巡
っ
て
結
局
は
新
聞
の
価
格
を
高

い
も
の
に
し
、
購
読
者
で
あ
る
皆
さ
ん

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

新
聞
が
違
法
な
方
法
で
販
売
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
新
開
業
界
に
お
い
て
は
、
現

在
、
新
聞
が
違
法
な
方
法
で
販
売
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
い
わ
ゆ
る
新
聞

販
売
正
沼
化
を
は
か
つ
て
い
ま
す
。

公
正
取
引
委
員
会

愛

媛

県
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卒
業
率

O
白
滝
保
育
所
母
の
会
・
・
・
東
芝
ク
リ
ー

ナ
ー
を
白
滝
保
育
所
へ
。

。
昭
和
五
十
六
年
度
長
浜
小
学
校
卒
業

生
保
護
者
一
同
:
・
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

一
基
を
長
浜
小
学
校
へ
。

O
白
滝
一
二

O
区
の
森
川
純
行
さ
ん
(
四

乙
:
自
転
車
を
白
滝
小
学
校
へ
。

。
豊
茂
保
育
所
昭
和
五
十
六
年
度
卒
園

児
父
兄
一
同
:
・
ホ

y
ト
プ
レ
ー
ト
を

豊
茂
保
育
所
へ
。

O
昭
和
五
十
六
年
度
豊
茂
母
親
ク
ラ
ブ

・
:
大
鏡
を
豊
茂
保
育
所
ヘ
。

帰岸本印刷

梅
雨
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
湿
度

の
多
い
こ
の
時
期
を
工
夫
し
て
、
快
適

に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
ル
ポ
の
欄
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
遠
藤
実
先
生
の
講
演
会
で
、
「
苦

労
を
し
、
熱
い
汗
を
か
い
た
時
に
一
つ

の
メ
ロ
デ
ィ
が
浮
か
び
、
母
親
の
愛
情

に
よ
っ
て
す
さ
ん
だ
心
に
光
明
を
与
え

て
く
れ
た
と
い
う
少
年
時
代
の
思
い
出

ゃ
、
パ
カ
に
さ
れ
、
の
の
し
ら
れ
た
時
の

い
か
り
を
「
や
る
ぞ
」
と
い
う
パ
ワ
ー

に
変
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

こ
と
、
ま
た
、
心
の
工
、
不
ル
ギ
ー
を
開

発
し
て
、
人
生
に
お
い
て
も
山
登
り
に

わ
い
て
も
迷
っ
た
ら
原
点
に
一
戻
っ
て
再

出
発
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
講
演
に

感
動
を
覚
え
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う

ム以

西
村
博
さ
ん
が

…

j
…
勲
三
等
瑞
宝
章

…
点
目
…
矯
正
功
労
で

お
く
や
み

4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

白

滝

松

田

ヌ

イ

(

八

六

)

櫛

生

竹

内

フ

ジ

ノ

(

八

八

)

長

浜

清

柳

盛

夫

(

五

七

)

下

須

戒

西

内

定

雄

(

六

六

)

長

浜

玉

井

節

子

(

六

回

)

白

滝

大

塚

共

一

(

五

八

)

上

老

松

新

ハ

ツ

コ

(

七

二

)

白

滝

亀

岡

イ

ナ

ゴ

(

六

七

)

印刷

出
海
の
西

村
博
さ
ん
(
七

一一一
)
1写
真
ー

が
、
こ
の
春

の
叙
勲
で
勲

三
等
瑞
宝
章
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正の

かと
なノ
ょフ

告は
ん
。コ
カ
ア

フ
Yレ

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

西
村
さ
ん
は
、
昭
和
九
年
京
都
大
学

医
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
昭
和
十
五
年
大

阪
刑
務
所
に
勤
務
さ
れ
て
以
来
、
神
戸

刑
務
所
、
宮
川
医
療
少
年
院
長
、
京
都

医
療
少
年
院
長
、
名
古
屋
刑
務
所
医
務

部
長
、
大
阪
刑
務
所
医
務
部
長
を
歴
任

さ
れ
、
約
四
十
年
間
矯
正
施
設
に
勤
務

さ
れ
、
そ
の
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
授
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
、
出
海
診
療
所
に
勤
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

海

豊

田

芳

弘

長

男

章

倍

生

高

橋

達

志

長

男

令

浜

近

藤

潔

長

男

寧

浦

畦

節

夫

二

男

伸

介

5月 1日現在 前月との比較!
寸

12，672人 19人減
人 口 (男 6山人) (川護)I 女 6，656人

世帯数 3，876世帯 4世帯増 | 

沖長櫛出住

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある岡I

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう
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児
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二
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二
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広 報ながはま

初夏の太陽がまぶしく照り、

周囲の生きとし生けるもの皆太

陽に向かつて生命の営みの躍動

をし始めると、おのずと人の心

も外に向く A 国鉄が募っていた

いきなフルム ンの旅も三月で

高冬わると矢口り、シーズンオフの

旅も趣のある事と「みちのく二

人旅」を試みた。昭和一けた時

代は新婚旅行など夢のまた夢で

あった。旅の二日目、上野釈を

早朝東北本線一関へ向かう列車

に乗り込んだ時、偶然一人の青

年と隣り合わせになった。福島

で下車とのことであった。とこ

ろが何という奇縁か、この青年

の知人がわが長浜町、しかも出

海で昨夏民宿され、生きた魚、の

うまさが忘れられないとのこと

であった。奇縁に驚かされ、ど

うしでもここに書きたくなった

のである。「自分は福島だから阿

多多羅山が見えたら教えましょ

う」といわれた。私は幾十年前に

読んだ高村光太郎先生の智恵子

抄を思い浮かべ、どうしても河

多多羅山が見たかった。幾時か

たって突然彼が窓外を指さして、

「あれが阿多多羅山ですよ」と教

えて下さった。その上の広く青い

空が智恵子夫人の空だったのだ。

左側の列車の窓からは山の中腹

に智恵子夫人の住居であった赤

屋根の家がポツンと残されてい

た。智恵子の裸形を残して天然

の素中に帰ろうと歌われた先生

も今は亡い。福島で下車されて

青年の姿ももう無かった。

幡?


